
懇談会とワークショップで多くのご意見をいただきました！
参加者からの主なご意見は２～４ページをご覧ください。

祐天寺駅周辺まちづくり懇談会とワークショップを開催しました！
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令和３年９月～10月に、第１回まちづくり懇談会および第１回ワークショップを開催しました。

令和３年８月に行った公募では、多くの方にご応募いただき、ありがとうございました。

意見交換でいただいた様々なご意見を踏まえて、今後の懇談会・ワークショップでの検討に反

映させる予定です。引き続き、まちづくりに関する皆様の積極的なご意見をお待ちしています。

１

第１回懇談会 実施概要 第１回ワークショップ 実施概要

意見交換の様子 意見交換の様子発表の様子 発表の様子

日 程： 令和３年９月１５日 水曜日
時 間： 午前１０時～１２時半
会 場： 上目黒住区センター

ミーティングルーム、調理室
参 加： １８名（会場９名、オンライン９名）

オブザーバー ４名

日 程： 令和３年１０月３日 日曜日
時 間： 午前１０時～１２時半
会 場： 上目黒住区センター

ミーティングルーム、調理室
参 加： ２０名（※会場参加のみ）

オンラインオブザーバー ３名

今後の駅前広場再整備の進め方をご説明

したのち、駅前広場の再整備に向けた課題

の再確認と意見交換を行いました。

また、テーマ別検討において、「駅通

り」テーマの班では、まちの強みや魅力と

課題の改善方法に関する意見交換を、「ま

ち歩き・みどり」テーマの班では、まちの

魅力探しと確認を行いました。

→２、３ページ参照

手法として「イメージカード」を用い、

各参加者がアイデア出しを行いました。

イメージカードの例

駅前広場の利活用イメージを出し合いました

 

 
ハロウィン 

 

季節のイベント 催事での利活用と日常

的な利活用における、主

役となる人や理由につい

て、意見交換を行いまし

た。

→３、４ページ参照

各テーマの現状確認と意見交換をしました

国士舘大学
西村 亮彦 先生

今回は、地域の課題や地域資源、魅力を皆さんと共有できました。駅前広場再整
備の検討では、面積や交通の条件がある中で、どのような空間が検討できるか、
地域住民、専門家、行政が一体となって議論していくことが必要です。今後も目
指したいビジョンを共有し、お互いに良い議論ができることを期待しています。



ハード面

課題等

利活用・ソフト面

強み

２

第１回祐天寺駅周辺まちづくり懇談会
意見交換での主なご意見

ご報告
その１

駅
前
広
場

駅
通
り

その他

安全性

イベント時に
利用できるよ
うにしたい

シンボル性の
あるものを
デザインしたい

駐車車両と花壇
で見通しが悪い

駐輪場が不足
している

花壇の段差をなくして
交通島を有効利用する

作り込みすぎない
設えが良い

歩行者空間を拡大する

駅ビル１階も
公共的に
利用したい

駅前広場の
規模が小さい

商店街との
つながりを
うまく作る

駅前で完結せず
周辺地域との
関連付けをする

高齢者や足の悪い人、
交通弱者への対応

が必要

ベンチ等は
あった方が良い

整備後の管理・
運用が重要

コロナが続く
ことも想定する

広場活用の
担い手を確
保していく

社会実験を通して
効果測定や地元意見
の吸い上げをしたい

東西の交通の起点、
通行のしやすさも

重要

花壇に直接
行けない

交番の位置が
分かりにくい

個人店が多い

改善のアイディア 将来的に
一方通行化とする

コンパクトに
まとまってい
るので、
回りやすい 家賃が比較的安い

加入店の
スタンプラリー
（買い回り促進）

色々な機能に
柔軟に対応でき
る建物が有効

バスの小型化
（人数、運行費用

が課題）

駅通りで交差
しないバスの
ダイヤを組む

若者に受けそうな
WEBページやチラシ、
パンフレット、SNS

助成金等で
空き店舗に
誘致する

個性的な
お店が多い

公道に看板等
を出さない

若者が入る
カフェ

商店街の機能が
変化

小型
モビリティ
の活用

電柱を無くす
（地上機器の設置
場所は課題）

懇談会、ワークショップで参加者より提案された様々なご意見を抜粋し掲載しています。

駅通りの現状イメージ

現在の駅前ロータリー

周辺に
古着店が増えた



・区内アーティスト発掘の場
・駅前のインパクトがあるイベ
ント
・お金を掛けずにSNS映えする新
しい風も必要だと思う

３

ご報告
その２

第１回祐天寺駅周辺まちづくりワークショップ
意見交換での主な駅前の利活用アイデア

催
事
の
利
活
用
イ
メ
ー
ジ

三
宿
方
面
か
ら
の

人
の
流
れ
を
作
る

ケーキ

有名酒店

高台で見晴らし
が良い

芦毛塚

アクセサリー
美術館

こしょう
生スパイス

フレンチ

カフェ飯

クスノキ
しだれ桜

祐天寺駅

参加者の「お気に入りの場所」や歩いて心地よいルートの提案

●個性的な飲食店（フレンチ・イタリアン・カレー）
○個性的な物販店舗・ギャラリー等
■史跡等 まとまった緑

歩いて心地よいルートの提案

・同じ街の人と交流したい
・駅前の人の交流を増やしたい
・弦楽四重奏などコンパクトに
開催してはどうか
・高校と協働して続けてほしい
〇主役となる人のイメージ
小中高校生、演奏家

・帰宅中の電車の中や帰路につ
く方の目を楽しませてくれる
・華やかで実現可能
・近隣駅との差別化
・また遊びに来たいと思わせる
〇主役となる人のイメージ
住民、住区住民会議、商店街

・商店街のお店の惣菜で盛合せ
弁当を作ってはどうか
・飲食イベントは盛り上がる
・近隣に飲食店が多いので、お
店のチャレンジにもなりそう

〇主役となる人のイメージ
商店街、飲食店

・住民の交流、地元感を育てる
・子どもとまちの人がつながる
・家族で楽しむハロウィン
・コロナ以前に商店街で開催し
た際に盛り上がっていた
〇主役となる人のイメージ
子ども、住民、商店街

・野菜のマルシェ
・世田谷観音の朝市と連携
・日用品や食品が売られると利
用者も多そう

〇主役となる人のイメージ
高齢者、農家、商店街

〇主役となる人のイメージ
アーティスト、子ども

み
ど
り
・ま
ち
歩
き

・敷居が高い店でもテイクアウ
トできれば気軽に利用できる
・珍しい屋台が集まるイベント
・高齢者から子ども、外部の人
も集まるイベントが良い

〇主役となる人のイメージ
商店街、飲食店

・近隣店舗のフードロスを削減
・仕事が遅く、商店街での買い
逃しが多いため
・深夜営業の店との連携ができ
て、にぎわいが出るのでは
〇主役となる人のイメージ
働く人、若い層

買い物イベント

朝市・マルシェ
（ワゴン・屋台）

文化・芸術

アートイベント

買い物イベント

夜市

飲食イベント

テーマ型
飲食フェスタ

季節のイベント

イルミネーション

飲食イベント

グルメイベント
（屋台）

季節のイベント

ハロウィン

・自転車で回遊すると
楽しいまち
・五本木は周辺の散歩
道になっている
・有名店やケーキ屋が
多い
・特定の時間のみ開い
ている、個性的な新
しいお店が多い

・住みたくなるまち、
五感で感じるまちを
目指す
・駅前とは対比的に、
歩いていて楽しい路
地を整備する
・緑道でのマルシェ
・キャラクターを活用
したまち歩き

まちの特徴

提案

庚申さん
（石塔）

細い路地
が魅力的

文化・芸術

演奏会



・曜日限定であるとうれしい
・朝ごはんを買うところから、
休日の楽しみになる
・広場に集まるきっかけづくり
としてハードルが低くて、み
んなにやさしそう

・屋根（日陰）が必要
・食が楽しめる
・時間帯によって／イベント時
にテーブルやベンチが移動で
きると良い

・海外のように大人が屋外で趣
味を楽しんでいる姿が見たい
・太極拳など週替わりで開催し
ても良いかもしれない
・テーブルでみんなが集まる光
景が良い

・水と緑があると自然感が増す
・癒される
・噴水といえば子どもの水遊び
のイメージ
・噴水の周りにベンチがあると
良い

・座る場所がほしい
・祐天寺駅前の規模感であれば、
シンボルツリーが1本あると良
いと思う
・サークルベンチが似合いそう
・こじんまりとしたイメージ
・木かげがほしい
・単なるベンチではなく、集え
る雰囲気が好ましい

【祐天寺駅周辺まちづくりに関する問合せ】

目黒区都市整備課街づくり調整係

〒153-8573東京都目黒区上目黒2-19−15

Eメール：yutenji-04@city.meguro.tokyo.jp

TEL：03-5722-6846

FAX：03-5722-9239

４

皆様に取組み状況をリアルタイムにお伝
えするため、目黒区広報課のツイッターア
カウントにて情報を発信しています。

アカウント名：@meguro_city
URL：https://twitter.com/meguro_city/

祐天寺のまちづくりに関する
取組みをツイートしています

日
常
時
の
利
活
用
イ
メ
ー
ジ

次回の懇談会とワークショップの予定について
第２回懇談会と第２回ワークショップは以下の日程にて開催予定です。開催状況や開催結

果については、下記ツイッター、及びまちづくりニュースでお知らせいたします。

日 程： 令和３年１１月10日 水曜日
内 容： 駅前広場の複数案の検討

・ 駅前広場の方向性
・ プロジェクト推進に向けて

日 程： 令和３年1１月28日 日曜日
内 容： 模型による利活用の意見交換

・駅前広場の大きさを想定しながら
具体的な空間を検討

第２回 懇談会 第２回 ワークショップ

今年度の公募は既に終了していますが、第２回懇談会・ワークショップでは
希望される方がオンラインライブでご視聴可能な方法を予定しています。
ご希望の方は開催３日前までに、左記QRコードからお申し込みください。

最新情報はこちら：https://www.city.meguro.tokyo.jp/kurashi/sumai/katsudo/yuutennjieki/matidukuri.html

・緑がもっとほしい
・花壇ボランティアの人の活動
に配慮が必要
・低いベンチの方が座りやすい
・立ち話ではなく、座って居心
地良く話ができる

〇主役となる人のイメージ
地域住民、高齢者、子育て世代、大
人、子ども

〇主役となる人のイメージ
家族、友人

〇主役となる人のイメージ
地域の人、子ども

〇主役となる人のイメージ
家族、若い働く人

〇主役となる人のイメージ
ヨガの先生、将棋教室、大人、女性

楽
し
む

囲碁・将棋・チェス

ヨガ

楽しむ

水遊び

食べる・売る

テーブルで
食べる

座る

植栽ますの
ベンチに座る 高木を囲む

ベンチに座る

木の下で座る

食
べ
る
・
売
る

朝市・マルシェ
（屋台）

キッチンカー

オンラインライブ参加
お申し込みフォーム

座
る


